
祝
日
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集

2
月
　
日
詳�
建
国
記
念
の
日
�
師
収
集

11

し
ま
す

●問
廃
棄
物
減
量
推
進
課
緯
　
・
2
4
2
8

32

市
立
急
病
診
療
所
の
診
療
予
約
シ
ス

テ
ム
が
ス
タ
�
ト

電
話
や
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
で
急
病
診
療

所
の
待
ち
人
数
の
確
認
や
診
療
順
番
の

予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
�

待
ち
時
間
の
短
縮
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
院
内
感
染
防
止
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
�
受
診
さ
れ
る
際
は
事
前
予

約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
�

�
予
約
シ
ス
テ
ム
受
付
時
間
�

　
月
�
土
曜�
祝
日
除
く
��
　
�
　
時
�

20

22

　
日
・
祝
日
�
　
�
　
時

10

17

※
診
療
時
間
な
ど
�
詳
し
く
は
本
紙
　26

　
ペ
�
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
�

�
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�

　
0
5
0
・
5
5
3
3
・
6
5
0
9

�
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
�
ト
フ
�
ン
�

http://sasebo.m
dja.jp/

●問
市
立
急
病
診
療
所
 緯
　
・
3
3
5
2

25

3
月
�
4
月
は
休
日
も
開
庁
し
ま
す

引
�
越
し
時
季
の
混
雑
緩
和
の
た
め
�

戸
籍
住
民
課
�
保
険
料
課
�
学
校
教
育

課
�
子
ど
も
支
援
課
の
窓
口
で
住
所
変

更
に
関
す
る
手
続
き
を
受
け
付
け
ま
す
�

●時
3
月
　
日
裳
�
4
月
3
日
裳

27

　
※
9
�
　
時
�

17

※
詳
し
く
は
本
紙
3
月
号
に
掲
載
し
ま
す
�

●問
戸
籍
住
民
課

市
税
の
証
明
発
行

市
税
の
証
明
を
申
請
す
る
と
き
は
�
運

転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
�
証

明
書
自
動
交
付
機
で
は
�
さ
せ
ぼ
市
民

カ
�
ド
を
利
用
し
て
夜
間
や
休
日
も
所

得
課
税
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
�

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
市
民
税
課

2
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
9
期
分

の
納
付
月

忘
れ
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
�
う
�
納

め
忘
れ
が
な
く
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
�
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
コ
�
ル

セ
ン
タ
�
か
ら
案
内
し
ま
す
�
不
審
な

電
話
を
受
け
た
場
合
は
す
ぐ
に
行
動
せ

ず
�
保
険
料
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
保
険
料
課

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
基
金
は
�
自
営
業
者
等
が
よ

り
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
の
�
国

民
年
金
本
体
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
�

●対
国
民
年
金
1
号
被
保
険
者
で
保
険

　
料
を
納
め
て
い
る
人
�　
歳
以
上
　

60

65

　
歳
未
満
の
国
民
年
金
任
意
加
入
の
人

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
長
崎
県
国
民
年
金
基
金

　
緯
0
1
2
0
・
　
・
4
1
9
2

65

国
保
の
変
更
届
は
　
日
以
内
に

14

国
保
へ
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
�

さ
か
の
ぼ
�
て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
�
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
て
も
�
国
保
を
や
め
る
手
続

き
を
し
な
い
と
国
保
税
が
引
き
続
き
請

求
さ
れ
ま
す
�
世
帯
主
が
医
療
保
険
課
�

各
支
所
�
宇
久
行
政
セ
ン
タ
�
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
�

※
国
保
を
や
め
る
と
き
は
�
必
ず
保
険

　
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
�

●問
医
療
保
険
課

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

を
送
付

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す
�
確
定
申
告
で
国

民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
た
め
の

�
社
会
保
険
料�
国
民
年
金
保
険
料
�控

除
証
明
書
�を
昨
年
　
月
上
旬
に
送
付

11

し
て
い
ま
す
�
昨
年
　
月
1
日
�
　
月

10

12

　
日
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

31付
し
た
人
に
は
2
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
�
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
�
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
追
加
で
き
ま
す
�

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
佐
世
保
年
金
事
務
所

　
緯
　
・
1
1
8
9

34

敬
老
パ
ス
の
更
新

�
更
新
�誕
生
月
に
本
人
が
パ
ス
券
を

　
持
�
て
市
営
・
西
肥
バ
ス
の
指
定
窓

　
口
へ

�
新
規
・
紛
失
�本
人
が
身
分
証
�
個
人

　
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の�
個
人
番
号

　
カ
�
ド
�通
知
カ
�
ド
�
個
人
番
号
が

　
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
な
ど
�

　
を
持
�
て
健
康
づ
く
り
課
�
各
支
所
�

　
宇
久
行
政
セ
ン
タ
�
へ

※
紛
失
の
場
合
の
再
発
行
は
有
料
で
す
�

※
敬
老
パ
ス
の
新
規
受
け
付
け
は
　
歳
75

　
の
誕
生
日
以
降
で
す
�

●問
健
康
づ
く
り
課

水
道
所
有
者
の
変
更
届

住
宅
な
ど
の
所
有
者
が
変
わ
り
�
水
道

の
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合
は
水
道
局

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
�

●問
水
道
維
持
課
緯
　
・
1
1
5
1

24

20

市
役
所
・
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
�
の
各
課
へ
は

緯
　
・
1
1
1
1�
代
表
�か
ら
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
�

24

時

予
約
は
こ
ち
ら

か
ら
ど
う
ぞ

▼

沿
道
地
権
者
の
皆
さ
ん
は
樹
木
の
適

切
な
管
理
を

沿
道
の
樹
木
の
枝
葉
の
張
り
出
し
や
倒

木
で
�
道
路
や
歩
道
の
見
通
し
が
悪
く

な
�
た
り
�
標
識
や
カ
�
ブ
ミ
ラ
�
が

隠
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
�
安

全
な
通
行
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
�
交

通
事
故
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
�
地

権
者
の
皆
さ
ん
に
は
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
�

※
行
政
は
所
有
権
の
問
題
で
緊
急
時
以

　
外
� 剪
 定
や
伐
採
を
す
る
こ
と
は
で

せ
ん

　
き
ま
せ
ん
�

●問
土
木
政
策
・
管
理
課

出
張
女
性
相
談
室

●時
2
月
　
日
賞
9
�
　
時

13

16

●場
ス
ピ
カ

●内
女
性
の
悩
み
な
ど
に
女
性
相
談
員

　
が
応
じ
ま
す

※
相
談
無
料
�
秘
密
厳
守
�

※
市
役
所
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
�

●問
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
緯
　
・
6
1
8
0�
予
約
・
相
談
専
用
�

24

　
緯
　
・
3
8
2
8�
当
日
連
絡
用
�

23

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
国
の
退
職
金

制
度
で
�
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
負
担

し
ま
す
�
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
�

パ
�
ト
タ
イ
マ
�
も
加
入
で
き
ま
す
�

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
緯
　
・
6
9
0
7
・
1
2
3
4

03

長
崎
県
産
業
別
最
低
賃
金
の
改
定

暫
は
ん
用
機
械
器
具
�
生
産
用
機
械
器

　
具
製
造
業
師
8
1
3
円�
平
成
　
年
27

　
　
月
　
日
発
効
�

12

25

暫
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
�

　
電
気
機
械
器
具
�
情
報
通
信
機
械
器

　
具
製
造
業
師
7
4
8
円�
平
成
　
年
28

　
1
月
9
日
発
効
�

暫
船
舶
製
造
・
修
理
業
�
船
用
機
関
製

　
造
業
師
8
2
1
円�
平
成
　
年
　
月

27

12

　
　
日
発
効
�

18
●問
長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
緯
0
9
5
・
8
0
1
・
0
0
3
3

交
通
事
故
に
注
意

昨
年
は
市
内
で
4
件�
5
人
�の
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
�
大
切
な
命

を
守
る
た
め
に
�
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
�
う
�

�
運
転
す
る
人
�

暫
歩
行
者
や
ほ
か
の
車
両
に
思
い
や
り

　
を
持
�
た
運
転
を
心
掛
け
る

暫
わ
き
見
�
ぼ
ん
や
り
運
転
を
せ
ず
�

　
前
を
よ
く
見
て
運
転
す
る

�
歩
行
者
�

暫
横
断
す
る
と
き
は
左
右
の
安
全
確
認

　
を
確
実
に
行
う

暫
夕
暮
れ
や
夜
間
の
外
出
は
�
明
る
く

　
目
立
つ
服
装
や
反
射
材
の
着
用
を
心

　
掛
け
る

●問
交
通
安
全
・
防
犯
推
進
室

21

次

3月1日～7日は春季全国火災予防運動期間

春先は空気が乾燥して火災が発生しやすい時季です。日
頃から火災予防の意識を高めて火災を防ぎ、大切な命と
財産を守りましょう。

全国統一防火標語　
　無防備な　心に火災が　かくれんぼ
重点目標
暫住宅防火対策の推進
暫放火火災・連続放火火災防止対策の推進
暫特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
暫製品火災の発生防止に向けた取り組みの推進
暫多くの人が参加する行事での火災予防指導等の徹底
暫林野火災予防対策の推進
住宅用火災警報器を必ず設置しましょう
　全ての家庭で住宅用火災警報器の設置が義務付けられ
　ています。火災を早期に発見し大切な家族を守るため

　にも、必ず設置しましょう。火災警報器の電池が切れ
　たり、ほこりが付いたりすると、熱や煙を感知できな
　い場合があります。半年に1度は掃除し、定期的に作
　動点検を行いましょう。電池切れの場合は、電池では
　なく警報器自体を交換するようにしましょう。
不要になった消火器の処分
　消火器はごみとして処分できません。分解や解体は危
　険ですので絶対にしないでください。不要になった消
　火器は販売業者や最寄りの専門業者にお問い合わせを。
市内の火災発生状況（平成27年中）
　火災発生件数　　77件（前年比7件減）
　焼損棟数　　　　55棟（前年比21棟減）
　死者数　　　　　5人（前年比2人増）
　負傷者数　　　　21人（前年比2人減）

冗消防局予防課　緯23-2539



永
久
選
挙
人
名
簿

在
外
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧

●時
3
月
3
日
詳

7
日
訟

　
※
8
時
　
分

　
時

30

17

●場
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
土
・
日

　
曜
は
市
役
所
1
階
・
管
理
員
室

永
久
選
挙
人
名
簿

　
平
成
8
年
3
月
2
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
昨
年
　
月
1
日
ま
で
に
住
民
基
本
台

12

　
帳
に
登
録
さ
れ
た
人
3
月
1
日
現

　
在
で
調
べ

新
た
な
有
資
格
者
を
3

　
月
2
日
に
追
加
登
録
し
ま
す

在
外
選
挙
人
名
簿

　
　
歳
以
上
の
日
本
国
民
で

国
内
か

20
　
ら
国
外
に
住
所
を
移
し
た
人

申
請

　
が
あ

た
人
を
随
時
登
録
し
ま
す
　

　
ほ
か
に
条
件
あ
り

※
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
6
月
　19

　
日
時
点
で
満
　
歳
以
上
と
な
る
人
も

18

　
登
録
申
請
が
で
き
ま
す

6
月
　
日
19

　
以
降
に
名
簿
へ
追
加
登
録
し
ま
す

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

業
務
の
委
託

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

の
交
付

有
い
わ
き
り
　
月
　
日
ま

10

30

で
師
ペ

ト
ク
リ
ニ

ク
い
わ
き
り

　
月
1
日
か
ら

11●問
生
活
衛
生
課

市
立
看
護
専
門
学
校
の
次
年
度
入
学
生

●対
高
校
を
卒
業
し
た
人
か

平
成
　
年
28

　
3
月
卒
業
見
込
み
の
人

●定
若
干
名

●申
願
書
受
け
付
け

3
月
1
日
証

　
　
日
詳
の
平
日
に
願
書
を
同
校
へ

10
　
持
参

ま
た
は
郵
送
郵
送
の
場
合

　
は
　
日
詳
必
着

10

　
試
験
日

3
月
　
日
詔
9
時

16

※
修
業
年
限
は
3
年

願
書
は
同
校
で

　
配
布
し
て
い
ま
す

※
郵
送
希
望
者
は
住
所

氏
名
を
書
い

　
た
角
型
2
号
A
4
サ
イ
ズ
の
大
き

　
さ
の
封
筒
に
1
4
0
円
切
手
を

　
貼

て
同
封
し

同
校
〒
8
5
7
・

　
0
0
5
6

平
瀬
町
3
の
1
に
請

　
求
し
て
く
だ
さ
い

●問
市
立
看
護
専
門
学
校

　
緯
　
・
7
3
2
9

24

L
E
D
防
犯
灯
設
置
補
助
金

L
E
D
は
蛍
光
灯
な
ど
と
比
べ
る
と
明

る
く
長
持
ち
し

維
持
管
理
の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す

本
市
で

は

地
域
の
防
犯
灯
を
L
E
D
に
変
え

る
場
合
の
補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

申
請
を
予
定
し
て
い
る
町

内
会
は
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

●申
2
月
　
日
訟
ま
で
に
市
民
生
活
課
へ

29

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い

●問
市
民
生
活
課

市
営
住
宅
・
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

市
営
定
期
募
集
で
入
居
が
無
か

た

　
市
営
住
宅

●対
収
入
が
基
準
内
の
世
帯
な
ど

市
営
・
特
定
公
共
小

倉
住
宅
吉
井

　
地
域

世
知
原
中
央
住
宅
平
野
住
宅

　
江
迎
地
域

シ

サ
イ
ド
鹿
町
住
宅

●対
公
営
住
宅
の
収
入
基
準
を
超
え
る

　
世
帯
上
限
あ
り

公
社
・
特
定
優
良
ア
ル
フ

三
浦
町

●対
収
入
基
準
を
超
え
る
世
帯

公
社
・
公
社
賃
貸
吉
岡
団
地

花
高

　
団
地
須
佐
団
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務
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公
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6
1
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岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団
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こ
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5
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円

　
高
専
1

3
年

3
万
円

　
高
専
4

5
年

5
万
円
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日常生活を手助けする民間の取り組み（エレナ移動スーパー）

少子高齢化や過疎化など社会情勢の変化に伴い、生活に必
要な商店や交通機関の不足が問題となっています。行政
だけで解決するのは難しい問題ですが、昨年11月から、1
人暮らしの高齢者などの買い物をサポートする「移動スー
パー」が地元事業者によって始まり、地域の人から好評を
得ています。本市でも、住みやすい地域づくりを目指し、
このような民間の取り組みを応援します。

※現在、相浦・崎辺・北・西・九十九
　地区で実施しています。

●問エレナ（移動スーパーについて）緯32-0100
●問保健福祉政策課

移動スーパー
の取り組み
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返
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岡
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自
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3
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と
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分
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�

17

30
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30
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0
0
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・
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8
5
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させぼ競輪情報  緯31-4797

2月11～14日
12～14日
15～17日
15～17日
17～19日
18～20日
20～23日
21～23日
24～26日
25～27日

27日～3月1日
28日～3月1日

2～4日
3～5日
5～7日
6～8日
8～13日
9～11日

煙G1全日本選抜久留米場外
煙伊東温泉S級載場外
煙広島S級場外
煙小倉S級載場外
煙いわき平S級場外
煙本場開催S級載
煙奈良記念場外
煙伊東温泉FⅡ載場外
煙別府S級場外
煙久留米FⅡ載場外
煙静岡記念場外
煙松山S級載場外
煙高知S級場外
煙松戸FⅡ載場外
煙岸和田S級場外
煙松山FⅡ載場外
煙G1日本選手権名古屋場外
煙小倉S級載場外
※載＝ナイター

2月11日～3月11日開催分
させぼ競輪開催日程

シリーズ安全安心

犯罪が起こらない、犯罪を起こさせないた
めに次のことに注意しましょう
暫防犯の基本「鍵かけ」の徹底
　住宅の玄関や窓、自動車、オートバイ、
　自転車などには必ず鍵を掛けましょう
暫地域の絆を強くすることで犯罪を防ぐ
　あいさつ運動やお年寄りへの声掛けな
　ど、地域全体で「ひと声」掛け合うまち
　づくりを進めましょう
暫自主防犯の意識向上で犯罪を防ぐ
　子どもたちの見守り活動や防犯パト　
　ロールなどで地域を見守りましょう

●問交通安全・防犯推進室

犯罪のない安全・安心なまちづくり


